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ヴァイサラBAROCAP®圧力センサ

1985年に発売されたヴァイサラBAROCAP®は、シリコンベースのマイクロメカニカル圧力センサで、 
気象観測から産業計測まで幅広い用途で信頼性の高い性能をご提供しています。BAROCAP®センサは、
単結晶シリコン材と容量測定という二つの有効な技術を組み合わせており、高い精度と長期安定性に加え
て、低ヒステリシスを特長としています。

センサのしくみ
BAROCAP®は、シリコン膜の変化を利
用して圧力を計測するマイクロメカニ
カルセンサです。周囲圧力が増減する
とシリコン膜が曲がり、センサ内の真空
ギャップが変化します。すると真空ギャッ
プの両端が電極として働き、この二つの
電極の間隔が変わることによりセンサの
静電容量が変化します。この静電容量を
測定して圧力指示値に変換します。

BAROCAP®センサの特性である優れ
た弾性、わずかなヒステリシス、高い再
現性、低い温度依存性、優れた長期安定
性は、単結晶シリコン材によって実現さ
れています。この静電容量式の構造がセ
ンサに広いダイナミックレンジを与え、過
圧力をブロックするメカニズムを実現し
ています。

気圧計測の代表的な用途
気圧計測は、気象観測の幅広い用途に
利用されています。大気中の可降水量
の予測には気圧のデータが必要です。
主な用途として、気象ステーション、デー
タブイ、GPS気象観測、環境データ記録
などが挙げられます。また、水文学や土
壌学の分野でも気圧計測が利用されて
います。

気圧データは工業分野でも求められて
います。例えば、レーザー干渉計やリトグ
ラフィシステムなどの工業用感圧装置、
航空気象、排気ガス分析などの分野で気
圧が計測されています。気象観測では、
研究施設における圧力の標準測定、校正
研究施設における環境モニタリングなど
の用途に利用されています。

-

■ 25年以上にわたる高精度の圧力計測

■ 絶対圧計測用のシリコンベース容量
センサ

■ 気圧計測範囲：500～1,100hPa

■ 工業分野で50～1,100hPaの 
圧力範囲に対応可能

■プロセス圧力計測範囲：1～10bar

■ NISTにトレーサブルな圧力計測

BAROCAP®の概要

-

■ 低ヒステリシス、高再現性

■ 優れた長期安定性

■ 過酷な条件に対する耐性

BAROCAP®の特長



詳細は以下よりお問い合わせください。
www.vaisala.co.jp/contact
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ヴァイサラは、屋内および屋外の用
途向けにプロフェッショナル仕様のさ
まざまな気圧計をご提供しています。
BAROCAP®気圧計は、広い温度範囲
で動作し、非常に高い精度が求められる
専門的な気象観測や航空気象などの用
途にも信頼性の高い性能を発揮します。
ヴァイサラ気圧計のラインナップについ
ては、当社ウェブサイト（www.vaisala.

co.jp/pressure）をご覧ください。

加圧システムの計測に向けた
BAROCAP®の利用
ヴァイサラのDRYCAP®露点計測機器
は、高電圧機器の圧縮空気システムと
SF6絶縁ガスのモニタリングにおいて、

信頼性の高い安定した計測を長年にわ
たりご提供してきました。この二つの用
途では、露点計測だけでなく高精度の安
定した気圧計測が必要とされます。ヴァ
イサラは、DRYCAP®とBAROCAP®の
技術を統合し、加圧システム向けに圧力
計測と露点計測を独自に組み合わせた
製品を取り揃えています。

圧縮空気については、露点計測をリアル
タイムのプロセス圧力データと組み合
わせて独自の利点をご提供しています。
計測した圧力露点は、オンラインで気圧
またはppmの単位に変換できるため、
露点データの曖昧さを排除できます。モ
ニタリングしているガスの圧力変化に
よって露点も変わるため、この機能は重

BAROCAP®センサ BAROCAP®センサの断面

要です。

高電圧機器のSF6ガスのモニタリング
に露点計測と気圧計測を組み合わせるこ
とで、SF6絶縁の状態を評価する優れた
ツールを実現しています。また、ガスの漏
れを素早く発見することができ、水分に
ついても早期警報を発します。さらに、露
点、圧力、温度の計測により、SF6のモニ
タリングに欠かせないSF6ガスの密度、
圧力、大気圧下露点、ppmの算出が可能
になります。

圧力計測と露点計測を組み合わせた
ヴァイサラ製品のラインナップについ
ては、当社ウェブサイト（www.vaisala.

co.jp/pressure）をご覧ください。

BAROCAP®の歴史
BAROCAP®の歴史は、ヴァイサラの新世代
ラジオゾンデRS80の開発に向けてマイク
ロメカニカル圧力センサの予備研究を行っ
ていた1970年代後半にさかのぼります。

マイクロメカニクスが将来性の高い分野で
あることが明らかになり、ヴァイサラはフィ
ンランド国内外の大学や研究機関と共同

でシリコン加工に基づく新しい圧力センサ
技術の開発に取り組みました。そして、プロ
ジェクトが終了する直前に大きな躍進があ
りました。最初のBAROCAP®センサは、2
隻の砕氷船とヘルシンキの電話会社に納
入されました。

その後、数回にわたる火星探査のミッショ

ンや、土星とその最大の衛星タイタンを探
査するカッシーニ・ホイヘンスのミッショ
ンなど、人跡未踏の地にも送られました。
BAROCAP®の宇宙への旅は、2011年11月
に打ち上げられたNASAのマーズ・サイエ
ンス・ラボラトリーへの機器提供を通じて現
在も続いています。
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